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喜界町における航路減便の影響調査の概要について
• 喜界町では航路減便の影響を把握するため、下記の2つのアンケート調査を実施するとともに、関係事業
者に対してヒアリング調査を⾏った。

• 本調査報告書では、実施したアンケート結果の再解析を⾏い、航路減便の影響の把握を⾏った。

• フェリー運航体制変更に関するアンケート調査
実施期間︓2025年9月14日〜同年10月10日
対象︓喜界町における事業者
回答率︓発送件数459件中、回答181件（回答率 39.4%）
結果の概要︓減便の影響について181件中94件（51.9%）において「ある」と回答した。

• 喜界町の公共交通に関するアンケート調査（フェリー航路関連部分のみ抜粋）
実施期間︓ 2025年9月12日〜同年10月10日
対象︓喜界町全世帯
回答率︓配布件数3,629件中、回答1,098件（回答率30.3%）
結果の概要︓減便の影響について、46.3%の回答者が何らかの影響が出ていると回答した。
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1. フェリー運航体制変更に関するアンケート調査の分析



フェリー運航体制変更に関するアンケート調査の概要
• 実施期間︓2025年9月14日〜同年10月10日
• 対象︓喜界町における事業者
• 回答率︓発送件数459件中、回答181件（回答率 39.4%）

• アンケート項目
【問1】 事業所・会社・団体名等を教えてください。
【問2】 業種を教えてください。 （一番近い業種を一つお選びください）
【問3】 経営主及び団体⻑（回答している⽅）の年代を教えてください。
【問4】 フェリーの運航体制変更に伴い、経営及び事業運営に関して影響がありますか︖
【問5】 問4で「② 影響がある」を選んだ⽅にお聞きします。

どのような影響がでていますか︖ 内容や理由を教えてください。
【問6】 問4で「② 影響がある」を選んだ⽅にお聞きします。

影響に対して取り組んでいること、また、今後取り組む予定があれば内容を教えてください。
【問7】 フェリーの運航に対して、どのような対策を望みますか︖（複数選択可）
【問8】 問7で「② 曜日の変更」を選んだ⽅におたずねします。

現在の４便体制において希望する曜日をお選びください。（〇は4つ）
【問9】 問7で「③ 運航時間の変更」を選んだ⽅におたずねします。

運航時間の変更について具体的な内容を教えてください。
【問10】 問7で「④ その他」を選んだ⽅におたずねします。

具体的な内容を教えてください。
【問11】 フェリー減便に関するご意向・ご要望を教えてください。
なお、自由記述回答は本報告書においては割愛している。
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回答者の業種について（n=181）
• 業種は「卸売業・小売業」が最も多く、次いで「宿泊業・飲食サービス業」が多かった。
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減便の影響について
• 減便の影響について181件中94件（51.9%）において「ある」と回答。影響は職種別において差があり、
「運輸業、郵送業」、「農業」で「ある」とした割合が高く、80%を超えていた。
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減便の影響と取り組みについて（抜粋）︓運輸業・郵便業、農業
• 運輸業・郵便業で航路の減便による影響を直接受け、大きな影響が出ている。
• 農業では市場出荷においてフェリーを利⽤していることから、減便により出荷日が減ったとの声が散⾒
されていた。また、それに伴う収穫作業の負担や、農業資材・飼料についても影響が出ている声があっ
た。
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フェリーの運航に対して望む対策（複数回答可）
• フェリーの運航に対して望む対策への設問に対しては「特にない」とした回答が79件と最も多かった。
• しかし、これらの回答には減便の影響がない事業者も含まれていることから、影響の有無ごとに望む対
策について整理した。

• その結果、影響があるとした回答者のうち、
望む対策が「曜日の変更」を対策として望む意⾒が多く、減便の影響があるとした58.5%の事業者が回答していた。
また、「特にない」とした回答は22件（23.4%）であった。
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業種別︓曜⽇の変更を望む回答の割合
• 曜日の変更を望む回答の割合は、業種別では⾦融業、保険業では70%を、製造業、農業において60%を
超えていた。
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【影響があるとした回答者】業種別︓曜⽇の変更を望む回答の割合
• 影響があるとした回答者について、業種別における曜日の変更を望む回答の割合を整理したところ、⾦
融業、保険業は100.0%、また、製造業と農業においては75%を超えていた。
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4便体制において希望する曜⽇
• 週5便体制時︓⽕・⽔・⽊・⾦・⼟
• 減便後（週4便）︓⽕・⽔・⾦・⼟
• ⼟曜日の希望が最も多く、⽊曜日・⽕曜日と続いた。減便の影響があるとした回答者においても同様の
傾向であるが、運航している⽔曜日がやや少なかった。
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2. 喜界町の公共交通に関するアンケート調査の分析



喜界町の公共交通に関するアンケート調査の概要
• 実施期間︓ 2025年9月12日〜同年10月10日。
• 対象︓喜界町全世帯
• 回答率︓配布件数3,629件中、回答1,098件（回答率30.3%）

• アンケート項目（フェリーに関連する質問項目のみを抜粋）
問36 この１年間の、フェリー（⿅児島発着）の利⽤頻度を選んでください
問37 どういった目的で⿅児島発着のフェリーを利⽤しましたか
問38 この１年間の、フェリー（名瀬発着）の利⽤頻度を選んでください
問39 どういった目的で名瀬発着のフェリーを利⽤しましたか
問44 フェリーの運航体制変更により、⽣活に影響は出ていますか
問45 どのような影響が出ているでしょうか。理由と合わせて具体的にお書きください
問46 発⽣した影響に対してご自⾝やご家族が⾏っている⼯夫や対応策をお書きください
問47 喜界発着の出航時刻について、あなたの考えと、その理由をお書きください
問48 喜界発着の曜日について、あなたの考えと、その理由をお書きください
問49 現在の４便体制において希望する曜日をお選びください
問50 フェリーに関するご意⾒があれば、ご自由にお書きください
なお、自由記述回答は本報告書では割愛している。
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• 全体では「利⽤していない」が42.7％と最も多く、「月に1回以上」は3.1％に留まった。
• 年代別では、30代〜50代で「年に数回」の利⽤が多い。一⽅、70代以上では利⽤していないの割合が
高い。

• 利⽤目的は「通院」が最も多く、「観光・レジャー」、「仕事・出張」と続いた。
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• 全体では「利⽤していない」が36.7％と最も多いが、「年に数回」もほぼ同程度である。
• 年代別では、20代〜50代で「年に数回」の利⽤が多い。一⽅、70代以上では利⽤していないの割合が
高い。

• 利⽤目的は「通院」が最も多く、「仕事・出張」、 「観光・レジャー」と続いた。
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フェリー運航体制（減便）への影響について
• 減便の影響が出ているかについて、46.3%の回答者が影響が出ていると回答した。
• 年代別では特に40代において72.3%が影響が出ていると回答した。
• 70代以上においては「影響が出ていない」が半数を超えていた。
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影響あり︓ 59.4%

影響あり︓ 53.7%

影響あり︓ 72.3%

影響あり︓ 56.3%

影響あり︓ 46.5%

影響あり︓ 39.5%

影響あり︓ 30.0%

減便の影響について（n=1,098）



フェリーの利⽤頻度（⿅児島発着）と減便の影響について
• 減便の影響が出ているとした回答の割合は利⽤頻度ごとに高くなっている。
• 特に月に1回以上利⽤する利⽤者では2割近くが「大変出ている」と回答している。
• 利⽤していないとした回答者では半数以上が影響を感じていない。
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5.1%

5.9%

13.3%

17.6%

8.2%

8.5%

15.4%

23.9%

35.3%

15.0%

20.7%

26.6%

27.1%

20.6%

23.0%

56.9%

49.5%

32.4%

26.5%

46.0%

8.7%

2.7%

3.2%

0.0%

7.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

利用していない
(n=469)

年に１回程度
(n=188)

年に数回
(N=339)

月に１回以上
(n=34)

全体
(n=1,098)

大変出ている 出ている 少し出ている 出ていない NA

影響あり︓46.3%

影響あり︓73.5%

影響あり︓64.3%

影響あり︓47.9%

影響あり︓34.3%

フェリーの利⽤頻度（⿅児島発着）別の減便の影響について



フェリーの利⽤頻度（名瀬発着）と減便の影響について
• 減便の影響が出ているとした回答の割合は利⽤頻度ごとに高くなっている。
• 特に月に1回以上利⽤する利⽤者では2割近くが「大変出ている」と回答している。
• 利⽤していないとした回答者では半数以上が影響を感じていない。
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5.5%

7.6%

11.3%

18.8%

8.2%

10.4%

14.7%

19.8%

37.5%

15.0%

20.6%

27.6%

27.4%

18.8%

23.0%

55.3%

48.8%

36.4%

25.0%

46.0%

8.2%

1.2%

5.0%

0.0%

7.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

利用していない
(n=403)

年に１回程度
(n=170)

年に数回
(N=379)

月に１回以上
(n=32)

全体
(n=1,098)

大変出ている 出ている 少し出ている 出ていない NA

影響あり︓46.3%

影響あり︓75.0%

影響あり︓58.6%

影響あり︓50.0%

影響あり︓36.5%

フェリーの利⽤頻度（名瀬発着）別の減便の影響について



喜界発着の出航時刻について
• 喜界発着の出航時刻については、全体の66.3％が「現在の時刻で構わない」と回答している。
• 減便後も出航時刻自体は変更されていないため、減便による影響の有無・程度別にみても、大きな相違
はみられない。
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減便の影響別の喜界発着の出航時刻についての考え⽅

68.9%

72.7%

70.9%

73.3%

66.3%

1.0%

3.2%

4.8%

2.2%

2.1%

14.7%

16.2%

17.6%

15.6%

14.6%

15.4%

7.9%

6.7%

8.9%

17.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

出ていない
(n=505)

少し出ている
(n=253)

出ている
(N=165)

大変出ている
(n=90)

全体
(n=1,098)

現在の時刻で構わない もっと早い時刻が良い もっと遅い時刻が良い NA



74.7%

58.9%

44.8%

28.9%

58.0%

11.7%

30.4%

45.5%

66.7%

25.2%

13.7%

10.7%

9.7%

4.4%

16.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

出ていない
(n=505)

少し出ている
(n=253)

出ている
(N=165)

大変出ている
(n=90)

全体
(n=1,098)

現在の曜日で構わない 変更した方が良い NA

喜界発着の曜⽇について
• 喜界発着の曜日について、全体では58.0%が「現在の曜日で構わない」と回答している。
• 減便の影響が「大変出ている」と回答者では「変更した⽅が良い」が66.7%であり、「現在の曜日で構
わない」28.9%を大きく上回っている。

• 一⽅、影響が「出ていない」とした回答者では、「現在の曜日で構わない」が74.7%と多く、「変更し
た⽅が良い」は11.7%に留まる。このことから、減便の影響を強く受けている回答者ほど、現在の曜日
からの変更を求める傾向が強いと考えられる。

19減便の影響別の喜界発着の曜日についての考え⽅



現在の４便体制において希望する曜⽇について
• 喜界発着の曜日の設問において「変更した⽅がよい」とした回答者（277名）に対して、現在の４便体
制において希望する曜日について回答を得た。

• 曜日別に整理したところ、「⼟曜日（運航中）」「日曜日」「⾦曜日（運航中） 」の順に希望が多かっ
た。
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0 20 40 60 80 100 120 140 160

NA

日曜日

土曜日

金曜日

木曜日

水曜日

火曜日

月曜日

大変出ている 出ている 少し出ている 出ていない NA

喜界発着曜日を変更した⽅がよいと回答した⽅の「現在の４便体制において希望する曜日」
（減便の影響の有無ごとにグラフ化している）

現在運航中

現在運航中

現在運航中

現在運航中


